
山､伊把､高浜､三方､勝山､木田､川根､長瀞､

中久苗の16ヶ所)､ヤクザル､アカゲザル､アッ

サムモンキー､ベニガオザル､カニクイザル､ムー

アモンキー､ユダラモンキー､ボンネットモンキー､

ブタオザル､タイワンザルの82試料の頭冊､大腿

骨脂質の椛成脂肪便を調べた｡脂肪酸組成をⅢ回

帰分析によりバターン化し､相関行列距離を益に

したクラスター分析から､種内 ･種間の変異関係

を求めた｡

全国16ヶ所の地域袋田のニホンザルは､いずれ

も0.02-0.03の相問距離の範囲に分布し､集団内

で変異はみられなかった.しかし､亜種のヤクザ

ルは､0.36の遠い距離にあった｡年令差による構

成脂肪酸の差は､1才までみられるが､その後の

成人骨に差を認めなかった｡雌雄差はパルミチン

慨からリノール酸までの中級脂肪酸でほとんど変

化しないが､高級脂肪酸のリグノセリン椴および

ネルボン酸について､雌で高くなる傾向を認めた｡

ニホンザルと他のマカカ属との問にも､0.03-

0.3の相関距離の範囲で変異を認めた｡ このこと

は､脂肪酸の生合成レベルでも退伝的に支配され

ていることを示唆している｡従って､脂肪酸のバ

ターンを定員化することで､霊長規の分化の過程

を解明することは可能と考えられる｡

X線写真に基くマカク属サルの手骨形態の比較研

究

滋田′機 (岡理大)

ヒトを含む霊長頬の身体発育パターンと系統発

生の問の関連性は示唆されているが､詳細にはま

だ検討 ･考察されていない｡今回､主としてマカ

クにおける変異として種差 (亜種問差)､性差な

どを検討することを目的とした研究を行なった｡

本年度はデータ収集を霊長類研究所の一斉健診時

に､アカゲザル､ニホンザル等について､また白

山と日光地域個体群について行なった｡各個体よ

りX線写,TT<(手掌部)の投影と生体計測､歯牙前

山状態を観察した.分析はこれまでに投影されて

いるX線写只と併せて､これから行なっていく予

定であるが､予m的な分析結果を一郎紹介し､今

後の検討方向を示したい｡

方法としては2通り行なった.ひとつはTf的な

ものでRUS (椀冊 ･尺骨 ･短骨)系の骨端郡の

発達組察､もうひとっはm的なもので､中手骨等

の長､幅径等の計測である｡発達程度の指標とし

てスコアを求めたが､ここでは各骨化点､各段階

(A～H)を1点としたが､今後は多変穴統計学

的に各素点を計井する必要がある｡

RUS系の発達では0-60点と60点以降の2期

間で､スコアは年令に対して割に直線的な増加パ

ターンを示す. ニホンザル (Macacafuscata

/uscata)内での地域差は個体変異に影響を受け

て明瞭でない.前期 (0-60点)では性差もあま

り著しいものではないが､メスの方が発達が早い｡

またニホンザルは他のマカクに較ペると発達が遅

い｡

サイズの成長では､節三中手骨の長 ･幅 ･骨質

の厚さ (椀 ･尺側)の4径を計測した｡各項目の

年令変化にはかなり著しい地域差が認められた.

これは全身的サイズの地域差と関迎するものだが､

指数等の分析は今後行いたい■各項目間のアロメ

トリー分析の結兄では､長さと骨質の厚さの問で

は､ほぼ等成長であるが､幅はこれらに対してネ

ガティブであった｡今後は地域別での分析や身体

サイズとの問のアロメトリー分析を行ない､マカ

ク内及びチンパンジーやヒトとの比較により変異

の質や幅につ心 ての考宗を加えたいと考えてい

る｡

fascL'cutaT･Esグループの分化に関する遺伝学的研

究

川本 芳 (名大 ･農)

ニホンザル (M./uscata)において興味ある地

域分化を示す血焚中のビタミンD結合性タンパク

(以下DPBと略す)の変異について他のfascicul-

arisグループのマカクを調査した.

タイワンザル (M.cyclopis)68個体､アカゲ

ザル (M.mulaua)375個体 (タイ産30､パキス

タン産32､インド庄203､中国産110)の保存血焚

試料を汚屑ポI)アクリルアミドゲルを用いた等電

点fG気泳動法により分析したoこの結党､タイワ

ンザルでは多型が認められずDPBl迫伝子に固

定していた｡また､この辺伝子は各地のアカゲザ

ルiJ!団にも広く分布し､その頻度は0.961-0.986

のru蛸であった｡中郡､関東､東北地方のニホン

ザルに認められたDPBl迫伝子は0.009と低頻度

ながらも中国産アカゲザル集団に存在することか

らニホンザルに固有の変異型ではないと考えられ
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た｡

カニクイザル (M.fascicularis)に関する田中

ら (1988)の調査では､マレーシア及びインドネ

シアの袋団でDBPl､DBP 2､DBP 3の3退伝子

が関与する高度の多型状態が観察されている｡従っ

て､/asciculaT･isグループ全体では､例外的にカ

ニクイザルがDBPの高変異性を示 し他のタイワ

ンザル､アカゲザル､ニホンザルの変異性は低い

と予想される｡アカゲザルの地域集団の場合､

DBPl退伝子以外にはタイ､′ヾキスタン､インド

に共通し低頻度 (0.017-0.037)で出現する変異

型が1種と､インド､中国に各々他地域にはない

変異が低頻度で検出されたにすぎず､地域集団問

ではDBP座位における顕著な退伝子頻度分化

は認められなかった｡DBPの変異を指槙として

/ascicularisグループの種分化を考察するには､

今後カニクイザルの地域袋軌 こ関する変異の分布

をより詳細に検討することが重要と考える｡

課 題 12

霊長矧 こおけるABO式血液型活性糖鎖構造の組

織化学的解析

伊藤信彰･西 克治 ･岡村義郎

(奈良医大 ･法医)

ヒト血管内皮細胞は､α-Fuc特異的レクチ

ンであるUEA-Ⅰに反応性を有している｡一方

霊長規を除く哨乳類では､血管内皮細胞はUEA-
Ⅰに反応性を示さず､α-Gal特異的レクチン

であるGSAI-Blに反応性を示すことが知 ら

れている｡本研究ではまず､上記レクチンの各種

霊長班の各臓器の血管内皮細胞に対する反応性を

組織化学的に調べ､血液型抗原の存在様式と比較

した｡

まずモノクローナル抗体による免疫組織化学的

方法により､血液型ABH抗原が血球と血管内皮

細胞の両方に存在するのは､頬人猿とヒトのみで

あり､旧世界ザルでは血管内皮に､そして新世界

ザルならびに原猿頬では､そのいずれにも存在し

ないことが明らかとなった｡一方レクチンによる

組織化学的観察により､血管内皮細胞がUEA-
Ⅰに反応性を示すのは､チンパンジーのみであり､

テナガザルや新旧世界ザルならびに原猿頬では反

応がみられないこと､さらにGSAI-B4に血

管内皮細胞が反応性を示すのは､原猿頬と新世界

ザルのみであることが明らかとなった｡またこれ

ら下等霊長類では､血球にもGSAI-B.に対

する反応性が認められた｡このようなGSAI-
B.に対する反応性は､他の霊長類以外の晴乳類

で一般にみられるものである｡

したがってこれらの結果は､進化の過程で､新

世界ザルと旧世界ザルが分岐する段階で､α-

Galを末端糖とする糖鎖が血球と血管内皮から

失なわれ､かわってABH抗原が血管内皮細胞に

現われたことを示している｡さらにまた血管内皮

細胞のUEA-Ⅰに対する反応性は､血球上にA
BH抗原が出現する高等類人猿とヒトに特異的な

性質であることも示された｡

一方胃粘膜や唾液腺における分泌液には､いず

れの種頬にもABH抗原の分泌がみられた｡しか

しながら個々の異なった種類の細胞からのそれら

の抗原の分泌様耳には大きな多様性がみられ､A
BH抗原分泌の機構や､進化にともなう抗原構造

の変化を知るうえで､霊長類が重要な材料である

ことが確認された｡

霊長類におけるオロソムコイドの辻伝的多型に関

する研究

湯浅 勲 (,ES取大･医)

ヒトのオロソムコイド(ORM)は2つの柄造

退伝子座に支配され､しかも､両座とも多型性を

示す有用な退伝標識である｡そこで､非ヒト韮長

矧 こついて脱シアル酸処理 した血祭のpH4-6.5

の等電点電気泳動による分離と抗ヒトORM抗体

を用いた免疫プリント法による検出を行った｡

ヒト上科 :4属5種12頭において､7砧のバン

ドが検出された｡ゴリラとシロテテナガザルに共

通なバンドがみられ､また､チンパンジーとシロ

テテナガに変異が認められた｡

オナガザル上科 :5属の分析を行った｡ボンネッ

トのみが単一バンドパターンを示し､他は陰極側

のバンドが濃いイソプロテインと考えられる2本

バンドパターンを呈した｡パタスとサバンナはそ

れぞれ2種の対立退伝子が存在していた｡ゲラダ

ヒヒ､マントヒヒ､マンドリルは変異がなく､前

二者はアヌビスヒヒと共通なバンドを有し､アヌ

ビスは他に2種のバンドを示した｡マカカ属では

13亜種213頭の調査を行ったところ､24種の対立
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